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ドルインデックスドルインデックスドルインデックスドルインデックス    

 

※※※※    2008年安値 70.79 から新たな

上昇サイクルを数えられ、大型 5

波構造と見做した場合、11 年安

値から強い第 3波（緑の序列）を

展開した。 

 

※※※※    同子波自体の 5 波構造に鑑

み、昨年５月安値78.90からもっ

とも強い推進子波を展開し、目

下なお途中と見る。米利上げに

備え、推進波の延長が鮮明。 

 

※※※※    同見方、３月高値 100.39 を下

の序列に位置する第 3 推進子

波（iii）と見做し、調整を経て再

度高値更新を果たす見通し。 

 

※※※※    調整波、深押しでも 94 台に留

まる公算、高値更新後、01 年高

値 121 を起点とした全下落幅に

対する 61.8％反騰位置の

101.82 前後を目指す。但し、上

値打診後、本格的な調整も覚悟 

 

 

 

    

    

米ドル米ドル米ドル米ドル////円円円円    

    

※※※※    11年安値 75.56から 16/17年

サイクルを新たにスタート、上昇

波の継続で 07 年高値 124.16

の打診も視野に、オーバーボー

トでもなおブルトレンドを維持。 

 

※※※※    大型 5波構造と見做した場合、

14年１月高値 105.44を第 3子

波（緑）のトップと見做し、同７月

安値から最終子波を形成してき

たと数える。    

    

※※※※    昨年１０月追加緩和と相俟っ

て、最終子波が延長され、同子

波自体の５波構造に鑑み、昨

年年末高値121.84を下の序列

に位置する子波 3（iii）のトップ

と見做し、同 12 月 16 日安値

115.56 を第 5子波（v）と数える 

    

※※※※    従って、第 5子波自体が上昇ウ

ェッジといったフォーメーションを

形成し、３月高値 122.02が更新

されていく見通しだが、前記

124.16 の打診に届かない可能

性も浮上。いずれにせよ、今月

高値更新後、トップアウトのサイ

ンに注意。 
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ユーロユーロユーロユーロ////米ドル米ドル米ドル米ドル    

    

※※※※    ２０００年安値を起点とした上昇

波、08年高値 1.6038をもってト

ップアウトし、16/17 年サイクル

の指示通りなら、2016/2017 年

まで安値打診を続く。 

 

※※※※    08 年高値からの下落、大型ジ

グザグ変動か、５波構造をもつ

下落波動と数える。いずれも昨

年５月高値 1.3993 からメイン推

進波（下落）の展開を示唆。 

 

※※※※    推進波自体の 5 波構造に鑑

み、先月安値 1.0462 を第 3 子

波（iii）のボトムと見做し、調整子

波 iv を経て再度安値更新を果

たす公算。調整子波 iv、1.12絡

みに制限される見通し。 

 

※※※※    安値更新後の下値ターゲットは

1.02前半、更に 1.0関門に延長

される可能性も大きく、ベアトレ

ンドの進行、一段と加速されるの

を警戒。本格的な切り返し、安

値打診後初めて可能か。 

    

    

ユーロユーロユーロユーロ////円円円円    

    

※※※※    12 年安値を起点とした上昇

波、昨年年末高値149.55をもも

ってトップアウト、大型反落を展

開してきた。息の長い修正波と

想定、大型ジグザグ変動へ。 

 

※※※※    最初推進子波 、 ３ 月 安値

126.89 をもって完成された公

算が大きく、同推進子波自体の

５波構造の完成も数えされ、下

げ一服を果たした公算。    

    

※※※※    この場合、先月安値から調整子

波の進行が始まり、足許なお途

中。131.70 のブレイクがあれ

ば、切返しの延長を示唆し、

133 円台～135 円台の反騰余

地を拓く。 

 

※※※※    但し、調整波との位置付けで、

おのずと限界あり、切返しの一

服を確認できれば、メイン下落

波へ復帰しよう。３月安値割れ

をもってメイン変動を加速、122

円台の打診も覚悟。 
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英ポンド英ポンド英ポンド英ポンド////米ドル米ドル米ドル米ドル    

    

※※※※    07年高値 2.1161 を起点とした

下落波、大型ジグザグ変動と想

定、2014年高値 1.7191からセ

カンド推進波（Ｃ，緑文字の序

列）に入ったと見る。 

 

※※※※    同じ序列における子波Ａ（緑）、

リーマンショックと相俟って大幅

延長されたことや調整波Ｂ（緑）

期間の長さに鑑み、足許位置

する下落波も長引く傾向に。 

 

※※※※    従って、昨年高値から大幅下

落してきたものの、Ｃ波動の最

初子波に過ぎず、またなお完

成されていない可能性が大き

く、今月中再度安値をトライする

公算。 

 

※※※※    ３月安値 1.4739 を下の序列に

位置する子波 3（iii）と見做した

場合、足許調整子波 iv に位

置、一旦戻りを果たしてから安

値 更 新 を 試 す で し ょ う 。

1.52/1.53 台は抵抗ゾーン、

1.42/1.43 はメインターゲットと

見做す。 

 

 

    

    

英ポンド英ポンド英ポンド英ポンド////円円円円    

    

※※※※    07 年高値を起点とした大型下

落波、ポンド/ドルと同様、大型ジ

グザグ波動を形成、昨年年末高

値 189.71 からセカンド推進波

（Ｃ，緑大文字の序列）に入った

と見る。 

 

※※※※    最初波Ａ（緑）の値幅や調整波

Ｂのスパンに鑑み、昨年高値を

起点とした下落波もそれなりの

値幅を有し、息の長いベア相場

を覚悟。 

 

※※※※    ２月安値 175.50 を割り込む前

に幾分回復の余地があるもの

の、同月高値 185.02 を超えな

い限り、調整子波と見做し、おの

ずと限定され、今月前半にて再

度頭打ちを果たす公算。 

 

※※※※    安値更新後、メイン変動を加速

する見通しで、昨年１０月安値

の 168 割れを目指すでしょう。

更なる安値打診、162/163 とい

った下値ターゲットに照準。 
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豪ドル豪ドル豪ドル豪ドル////米ドル米ドル米ドル米ドル    

 

※※※※    01 年安値を起点とした上昇

波、大型ジグザグ変動をもって

11年高値1.1080にてトップアウ

ト、同大型上昇波に対する修正

を足許まで続いている。 

 

※※※※    同見方に基き、今回の下落波、

01 年安値を起点とした全上昇

幅の 61.8％押し位置の 0.7220

前後まで続く見通し。 

 

※※※※    もっとも、11 年高値を起点とし

た下落波、ダブルジグザグの構

造 が 鮮 明 、 昨 年 ６ 月 高 値

0.9504 を起点とした下落波、す

でに最終子波と数えるから、今

月か来月にて下値ターゲットを

達成しよう。 

 

※※※※    最終子波自体の延長も鮮明だ

が、0.72 台の打診があれば、ウ

ェーブカウントとの蓋然性を発

揮、一旦リバウンドを展開しよ

う。但し、ベアトレンドを修正す

るには当たらず、再度頭打ちも 

 

 

 

 

豪ドル豪ドル豪ドル豪ドル////円円円円    

    

※※※※    豪ドル/円のメインサイクルは約

8/9 年、07 年のトップアウトは

2000円安値を起点としたサイク

ルの頭打ちを反映、09 年安値

をもってサイクルを完成した。 

 

※※※※    従って、2009年安値を起点とし

た今回のサイクル、2016 年か、

2017 年の安値に向け、大型ベ

アトレンドを形成してく公算。 

 

※※※※    同見方、13年高値105.43にて

トップアウトしたことに証左され、

同高値から大型ジグザグ変動

か、５波構造をもつ下落波の推

進が想定される。 

 

※※※※    ウェーブカウントは兎も角に、

14 年高値 102.84 から推移子

波に入り、足許なお途中といっ

た見方は妥当。95/96 を回復で

きない限り、86～88 といった下

値ターゲットに照準しよう。但

し、下落波後ずれの可能性も。 

 

    

 

注：チャートはすべて週足となります。 


